
戊子（つちのえね）の種取り、良き日から
種取の御願いをします。
子孫揃って。

白銀の種を蒔き、黄金の種を蒔き
初夏になったら繁盛するよ

常盤なる松は変わることなく
いつも春が来れば青々と茂る

思ったことが叶い、願い事が備わって。
浜の砂のように数え切れないほど。

じっちゅ
（本調子）

　　　　　　　　　　　　　　　　たにどぅる　　　　　　　　　　　ひ　　　むとぅ

１．ちちぬにぬ種子取　ゆかる日に本ばしユイナヤ
　　　　　たに　　う　　　　　　　　　うにげ　　　　　　うにげ

　　種子下るしぬ御願サー御願さびら
　　　　　　　　　　　　　　しすんするゆ

　　※ハイユ子孫揃寄てぃな　ハイヤイーシシシ
　　　　なんじゃ　たに　ま　　　　い　　　　　　くがに　たに　　ま　　　い

２．白銀種子蒔き入り　黄金種子蒔き入りユイヤナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　さか

　　うるずんになり来ばサーむたい栄い　※
　　　　とぅちわ　　　　　まつぃ　　　か　　　　　くとぅ

３．常盤なる松ぬ　変わる事ねさみユイヤナ
　　　　　　　　　　　　　はる　く　　　　　いる　　　　まさ

　　いつぃん春来りば色どぅ勝る　※
　　　　うむ　　くとぅ　　　　　　　　　　　にぐ　　くとぅ

４．思た事かなてぃ　願た事すなてぃユイヤナ
　　　　かず　　ち　　　　　　　　　はま　　　まさぐ

　　数い尽くさらみ浜ぬ真砂　※

＜解説＞
　　　　　　　竹富島種取祭の行列歌。　　　　　　＜八重山＞
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１．ちちぬにぬ種子取　ゆかる日に本ばしユイナヤ種子下るしぬ御願サー御願さびら
　　※ハイユ子孫揃寄てぃな　ハイヤイーシシシ
２．白銀種子蒔き入り　黄金種子蒔き入りユイヤナうるずんになり来ばサーむたい栄い　※
３．常盤なる松ぬ　変わる事ねさみユイヤナいつぃん春来りば色どぅ勝る　※
４．思た事かなてぃ　願た事すなてぃユイヤナ数い尽くさらみ浜ぬ真砂　※
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